	2008.4.14の映像メディア論への質問にお答えして


　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.「カタプタリ」は結局、ネパール映画なのですか？日本映画なのですか？
　「＊＊（国の名前）映画」という言い方は、一般には「その映画の資本を出した国」をさすことが普通です。複数の国の共同出資は「合作映画」となります。そういう理解に慣れている人にとっては、「ラストサムライ」はアメリカ映画ですし、「カタプタリ」は私（伊藤）が全資金を出しているので日本映画です。ただ、今回のアンケートでは「どこの国の映画のように見えましたか？」という感覚的なものも尋ねているわけで、実際にネパールでネパール人が「ネパール映画」と感じてくれるかどうかを調査したいと考えたものでした。回答では大多数のネパール人が、「カタプタリはネパール映画」と回答してくれたので、まずは成功だったと思っているところです。

　　　
2.「カタプタリ」の企画から完成までの月日と、作品にかかわった人の数は？
　最初は、このプロットを日本で撮ることを考え、半年ほど構想とシナリオ執筆に要しました。2006年12月、初めてネパールを訪れ、「このプロットをネパールに舞台に置き換えて作ろう」と考え、現地滞在中にプロダクションと契約して帰国。帰国後2週間でシナリオを書いて、現地にメールで送りました。現地ではただちにこれをネパール語に翻訳、ロケハンなどを開始しました。私は2007年2月に、情報大の学生とともに現地を再訪し、最初の10日ほどでシナリオをさらに書き換え、3月2日にクランクイン、同28日にクランクアップしました。撮影済みテープを日本に持ち帰って編集し、編集したテープを携えて2008年8月に3度目のネパール入りをして約3週間かけてアフレコや音楽を収録してきました。それをまた日本に持ち帰って最終的な編集を済ませ、最終的な完成は2008年1月、カトマンズでの上映は3月17日でした。その意味では足かけ1年半くらいの仕事ということになります。映画の撮影中のスタッフは、情報大側は私と2人のゼミ生、ネパール側は助監督やカメラマン、照明、録音、その他、ドライバーやキッチンまで入れて約30～40人、別にオープンセットの美術スタッフが約10名。出演者は台詞のある人だけで35名。録音の段階でスタジオスタッフが5名、音楽演奏やコーラスなどに約20名。これらスタッフやキャストの総合計では100人近くの人が関わったことになります。また、撮影中は、現地の村人たちのエキストラ協力などが、多い日には200人くらいありました。これらの延べた人数は千人以上にのぼります。わずか51分の中篇で、派手な場面もない映画ですが、映画製作というのは人手も時間もお金もかかるものです。
